














































均約 40 回、平均産卵率は 80.3％を計る。
産卵回数　先にも述べたとおり、延岡市では毎年平均約 40 回の産卵が確認されているが、年度別











　　　　　　　　　　　            表１．アカウミガメ上陸・産卵回数
      単 位 ( 回 数 )
Ｓ63年度  Ｈ2年度  Ｈ3年度  Ｈ4年度  Ｈ5年度  Ｈ6年度  Ｈ7年度  Ｈ8年度  Ｈ9年度
上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵
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下回った年が４度あり、平成５・６年と平成 24・25 年がそれにあたる。中でも、平成 24・25 年は上陸・
産卵回数が平均値を大きく上回ったにも関わらず、戻りも多かったために産卵率が低下した。その原
因は、先に挙げた②や③のような偶然的な要因ではなく、①のように必然的な要因である可能性が高い。
つまり、砂浜の中で産卵に適した場所が減っていると考えられるのである。次章では、その砂浜環境
の変化について述べたい。
３．アカウミガメを取り巻く環境
（１）砂浜の状況
　アカウミガメが産卵しやすい砂浜の条件として、奥行きがあること、波風によって自然の浸食・堆
積が繰り返される浜であること、陸側が暗い場所であることなどが指摘されている。延岡市の砂浜は、
数十年前は波打ち際からの距離が 100 ｍ以上保たれた奥行きのある砂浜であり、非常に多くのアカウ
ミガメが産卵に訪れていたという。地元の方からは、以前は方財の砂浜により多くのカメが上陸して
いたという話を聞く。
現在では、方財・長浜・新浜ともに夏場は干潮時でさえ 50 ｍ以上の奥行きを保っている箇所は少
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図 1：延岡市におけるアカウミガメの産卵率の変化
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なく、台風による高波の際には砂浜の奥まで波に浸かるところも
多い。また、長浜の北側には街路灯の光が砂浜に達している地点
がある。孵化後に地上に這い出た子ガメは、明るい方を海と認識
して帰海する（写真２）ため、陸側は海より暗い必要がある。現在の
ところ、この場所で街路灯がウミガメの行動に影響を与えた形跡
は見られないが、注意を要する。
砂浜の養浜とウミガメの保護　近年、延岡市の砂浜で浸食が進
んでいるという指摘が県議会に上がるなど、養浜の必要性が議論
されている。先述の通り、数十年前の状況と比較すれば間違いの
ない事実であり、砂浜の変化はアカウミガメの産卵等にも影響し
ているかもしれない。それではどのような変化が産卵率の減少に
つながったと考えられるのであろうか。
　平成 19 年から、延岡新港の海底から浚渫した砂を市内の砂浜
に戻す「養浜」が行われている。詳述すると、大型タンカーが港
に発着するためには港内の水深を確保する必要があり、そのため
には浚渫作業が不可欠となる。そこで排出した砂を元の浜に戻すことで砂の流失を防ぎ、砂浜を維持
しようというのが「養浜」の考え方である。これまで、方財海岸の南端や長浜海岸の北側に養浜がさ
れてきた。中でも長浜海岸の北側では、場所によっては本来の砂浜の高さより 2.5 ｍ以上も高い砂の
段が砂浜の奥部に築かれた。これが台風等の高波によって削られると大きな浜崖が形成され、その高
さは３ｍを超えることもあった ( 写真３)。養浜箇所の大きな浜崖は時として長さ数百ｍにもなり、上陸
したアカウミガメが産卵できずに戻ったり、波打ち際に産卵してしまうケースが増加した。また、運
良く養浜箇所の上に登れたアカウミガメが、産卵巣を掘りきれずに戻ってしまうケースも確認された。
これは、浚渫砂にはシルトが混ざるため、自然の波風によって堆積した砂よりも硬化しやすく、草も
生えやすいためである。このように、養浜による砂浜の環境変化がここ数年の産卵率低下の一因とし
て考えられるであろう。
　本事例は、短期的な観点でみると、砂浜の維持のためにおこなった養浜が、アカウミガメの産卵にとっ
て決して良いとは言えない効果をもたらしていると捉えられる。しかしながら、長期的な視点に立つと、
砂の流失防止のために何らかの措置は必要であり、それがアカウミガメの産卵場所の確保につながる
のである。非常に難しい問題であるが、養浜作業は砂浜の維持とアカウミガメの保護とが両立できる
ようにバランスを取りながら進めていかなければ
ならないと痛感している。
この養浜計画については、関係部局が協議を行
い、養浜箇所の表面をほぐしたり、傾斜角度を緩
やかにするなど、前年の反省点を改善しながら進
めているところである。
（２）産卵・孵化・帰海の阻害要因
　アカウミガメの産卵行動・孵化・帰海を阻害す
る要因は多い。浜崖や流木・ゴミの散乱は、アカ
写真 2: 帰海した子ガメの足跡
写真 3：高波によって養浜箇所に形成された浜崖
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ウミガメの上陸・帰海を妨げる。アカウミガメは光や音に敏感であり、夜間の花火や車のヘッドライト・
屋外灯の設置も悪影響を与える。また、植物が繁茂すれば子ガメが根に絡まって地上に出られなくなり、
砂浜に車が乗り入れればその轍が壁となって子ガメが帰海できない。野犬や鳥類といった捕食者によ
る被害もあるが、上述した人間の行動の一つ一つがアカウミガメにとっての脅威になる。
　延岡の浜でも、夜間の花火や砂浜への車の乗り入れが少なからずみられる。流木等についても、以
前は地域の清掃活動等によりその場で焼却処分されていたが、ダイオキシン問題以降の廃棄物処理法
改正によって野外焼却が原則禁止となり、処分が困難となっている。人間活動との兼ね合いは難しいが、
ウミガメの産卵率向上のためにも保護意識をより定着させ、できるところから改善していく必要性を
感じている。
４．おわりに　―アカウミガメの保護活動について―
　近年、環境保護の意識が高まるとともに、ウミガメの保護意識も高揚している。延岡市では、毎年
５月の上陸一頭目の調査を記者発表することで、産卵シーズンの到来を告知し、アカウミガメや卵の
保護を啓発している。また、小学校や地区を対象に出前講座を行ったり、浜辺の駐車場など人の出入
りが多いポイントに保護啓発看板を設置するなど保護意識の浸透に努めている。アカウミガメのため
の自主的な海岸ボランティア清掃も徐々にではあるが増えており、普及啓発の効果も少しずつ表れて
いるのであろう。
しかしながら、延岡の浜にアカウミガメが訪れることを知らない市民はいまだ多く、アカウミガメ
の話をすると驚かれる場合も少なくない。今後も市内外の方々に対して、延岡にアカウミガメの訪れ
る砂浜があることを広く周知できるよう努めていきたい。
註
１．　アカウミガメ調査は、方財海岸を１名、長浜海岸を３名、新浜海岸を１名の調査員が担当する。
２．　県内において卵の移植作業を行うためには、漁業調整委員会の採捕許可が必要であり、許可の
ない者は卵を扱うことができない。アカウミガメ調査員は、保護活動のために許可を得て行って
いる。
３．　孵化場設置の弊害として、自然巣よりも孵化率が低下することや、孵化場の場所から帰海する
子ガメが多くなるため、付近の海域に捕食者が集まり、捕食率が高まることなどが指摘されている。
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